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研究成果の概要（和文）：『算数書』研究（基盤研究(C)15500664）の成果を踏まえ、『九章算術』

の本文・劉徽注に李淳風注も含めた全文に対する訳注を推し進め、巻五商功章の途中までを 14
本の論文にまとめた。新史料『数』については、2009 年 12 月に岳麓書院まで調査に行き、ま

た 2010 年 9 月には同所で行われた国際学会で学会発表を行った。『数』の写真図版発表後の

2012 年 1 月から、『算数書』研究と同様の手法で『数』の訳注を開始している。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of our research is to provide a complete translation and 
annotation of "The Nine Chapters on the Mathematical Art (九章算術 )" including 
annotations of Liu Hui (劉徽) and Li Chunfeng (李淳風) from the viewpoint of our previous 
work on "Suanshu-shu (算数書)," which was partially supported by Grant-in-Aid for 
Scientific Research(C)(15500664). We progressed to the middle of Chapter 5, Shanggong (商
功), and published our results as 14 articles. In addition, we visited the Yuelu Academy (岳
麓書院) to inspect and hear about the Qin bamboo strips "Shu (数)" in December 2009, and 
visited again to present our results at the international workshop on "Shu" in September 
2010. After publication in January 2012 of the Yuelu Academy’s report, which includes 
photographs of the bamboo strips, we began translation and annotation of "Shu" in the 
same manner as our work on "Suanshu-shu."   
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１．研究開始当初の背景 
『算数書』の出土によって、『九章算術』の
成立年代に異論が出ている。和算研究でも、
古代中国数学からの流れが検証されつつあ

る。これまで、『九章算術』の和訳は川原氏
のもののみであったが、原文・訓読が無く
李注も略されたもので、研究の用とするに
は不満がある。 



 
２．研究の目的 
(1)『九章算術』本文に劉徽注・李淳風注を
含めた全文に対して、原文に忠実な訳注を作
成する。また、術語、数値、算木による計算
技術、文物の時代性などの観点から『算数書』
と比較し、『九章算術』本文の成立年代を検
証する。 
 
(2) 研究期間中に出土の情報がもたらされ
た新史料である、岳麓書院蔵秦簡『数』と睡
虎地漢簡『算術』によって、本研究の構造は、
『数』『算数書』『算術』という秦簡期の古算
書と、劉徽が数学書として体裁を整えた『九
章算術』との比較研究へと変わることとなっ
た。 
 
３．研究の方法 
(1)各巻で訓読担当者と数理・訳担当者を定
め、訓読担当者は数理担当者から数理の解説
を受け、訓読案を作成する。底本は郭書春氏
の『匯校九章算術』とし、南宋本などによっ
て適宜校訂する。数理担当者は訓読案を元に
訳の案を作成する。両者が注をつけ、月例の
中国古算書研究会での検証・討論を踏まえて
論文にまとめたものを、大阪産業大学論集に
順次発表してきている。 
 
(2) 岳麓書院蔵秦簡『数』については、2010
年の国際学会の前に、岳麓書院が出席者限定
で公開した釈文案について、数学・数学史・
古代文化史など多方面からの検討を加えた
資料を作成し、学会に臨んだ。また、写真図
版が発表された 2012 年 1月からは、『算数書』
研究のときと同じく写真版から文字起こし
を行い、訳注作業を開始している。なお、こ
れに伴い『九章算術』の訳注については一時
中断している。 
 
(3)上記の研究に対しては、国内外の研究者
との研究情報交換・議論も重要であった。上
記海外現地調査もその一であるが、近年は海
外の研究者が来日する機会も増え、その場合
は出張旅費を彼らの来阪費用に充てたりも
した。新史料出現の報は、そうした機会にも
たらされたものであった。 
 
４．研究成果 
(1) 我々の先行研究課題であった『算数書』
研究の成果を踏まえ、『九章算術』の訳注を
推し進めた。巻五商功章の途中までではある
が、未発表分を含め 14 本の論文（論文①～
③、⑤、⑥、⑧～⑮、他 1 編）にまとめた。
これは、本文・劉徽注のみならず李淳風注も
含めた全文に対する訳注で、原文・訓読・訳
を全て記し、用語・文物や算木計算などの細
部まで『算数書』と（途中からは『数』とも）

比較検討を行っている点で、研究用途として、
川原氏の訳を超える試みとなっている。 
新史料の出現により、秦簡期の中国古代数学
の水準および『九章算術』本文部分の成立時
期については議論が起きている。我々の訳注
は、道半ばではあるが、これらの議論に精緻
な検証材料を与えている。今後、研究資料と
して完全なものとすべく、本研究課題を発展
させた基盤研究(C)24501252 において後半部
分についても訳注を進めていく。 
 
(2) 『数』や『算術』など新史料については
2009 年 12 月に、科研費の援助を得て湖南大
学岳麓書院と湖北省文物考古研究所に赴き、
現物調査や整理責任者への聞き取りと討論
を行った。岳麓書院では、整理責任者の肖燦
氏の説明の後、いくつか公開されている簡に
ついて討論を行った。湖北省文物考古研究所
では、聞き取り調査によって、とくに『算術』
が「少広」題から始まっているという情報が
得られた。これは、『算数書』研究では「少
広」題から始まるか、それとも「少広」題で
終わるかが大きな問題となったが、我々の見
解である前者に対して、有力な証拠が出現し
たことになる。また、長沙市博物館において、
出土資料の整理方法についての説明も受け
てきた。これらの成果については、論文発表
（論文④、⑦）や国内の学会での講演発表（学
会発表①、②）の他、大阪産業大学における
市民講座（市民講座①）でも発表して社会貢
献にも努めた。 
また、現地調査に限らず、海外研究者の来日
の際には、科研費の援助を得て来阪を要請し
たり、無理ならば先方に赴いたり、あるいは
学術講演会を依頼するなど、学術交流と社会
貢献にも努めた。このような研究者には、
Christopher Cullen 氏（ニーダム研究
所所長）、郭書春氏（中国自然科学史研
究所）、Karine Chemla 氏（パリ第 7 大
学）、胡平生氏（元中国文物研究所主任
研究員）、陳松長氏（岳麓書院）らがい
る。胡氏には 2009 年 3 月に、陳氏には
2009 年 7 月に、それぞれ大阪産業大学
で学術講演を行っていただいた。新史
料の情報は、この機会に胡氏によって
もたらされたものである。 
2010 年 9 月には、岳麓書院の『数』釈文案に
対しての検討資料をまとめ、岳麓書院におけ
る国際学会で発表した。従来、中国古代文物
の研究では、史料は写真図版を付けて出版さ
れる正式発表までは、整理小組によって秘匿
されるものであったが、それではこの国際学
会も岳麓書院側の単なる発表会に留まって
しまう。それまでの岳麓書院との研究連絡で、
我々は彼らの研究成果に疑問が多々あるこ
とを感じていた。そこで我々は国際学会を実
質的な議論の場とすべく、彼らに事前公開を



強く働きかけた結果、学会参加者限定で釈文
案が公開されることになったのであった。学
会では、多くの参加者から検討結果が発表さ
れたが、整理責任者の肖燦氏のものを除けば、
我々のものが質・量ともに最高のものであり、
我々の指摘によって改められた部分は少な
くなかった。また、他の参加者の講演では、
『算数書』整理責任者であった彭浩氏が、
我々の『算数書』「飲漆」題における研究が
完全に正しいという趣旨の講演を行った。ま
た、『算術』の整理責任者である蔡丹氏は、『算
術』の一部の算題の解釈について、「これは
大阪の研究グループ(我々)が解き明かした
ものであるが」と述べながら、説明を与えた。
このように我々の研究に対する世界の評価
は極めて高いものであった。 
2011 年は北京大学所蔵の秦簡に算術関連の
ものがあるとの情報を受け、先方への調査を
打診していたが準備中とのことでかなわな
かった。また 2011 年 12 月に陳松長氏が再
来日され、『数』を含めた秦簡の研究状
況について情報交換を行った。そして
ついに 2012 年 1 月に『数』の写真図版が発
表された。我々は直ちに『算数書』研究と同
様の、写真図版を元にした手法で訳注作業を
開始し、未発表分 2編の論文を準備中である。
これらは上記科研費研究課題に引き継ぐが、
2012 年 5 月現在で『数』研究はまさに旬であ
り、我々の研究はその最先端を争っているも
のである。 
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